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「さすがに一度、さんを家に帰さないと、母さんたちも心配するかな？」 

 

宗ちゃんがそんなことを言いだしたのは、私がこの部屋に来て…… 

少なくとも、一週間以上は経った頃だったと思う。 

私はすっかり時間や日付の感覚を失くし、久しぶりに開いてみた携帯の日付表示で 

やっと今日がいつか知ったくらいだから。 

 

その間、両親に対しては、私は宗ちゃんの部屋で熱を出して寝込んでいた…… 

ということになっていたらしい。 

……まぁ、ずっとベッドの上にいた、ということに間違いはないのだけれど。 

 

「ずっと学校も休ませちゃってるしね。 

 僕もそろそろ研究室に顔を出さないと、死んだことになっているかもしれない」 

 

宗ちゃんはくすくすと笑いながら、ベッドから躯を起こして私の頬をつついた。 

 

「それはわか、君も同じだからね？ 今日は君もちゃんと、大学に行きなさい」 

 

そして宗ちゃんは、聴こえないフリをしていたわかにいにも声をかける。 

 

「…………」 

 

わかにいは黙ったまま、ぎゅっと私を抱きしめた。 

 

「美琴さんの傍にいたいっていう気持ちは僕も同じだけど。 

 このままだと、近いうちに母さんがここに来るよ」 

 

「その時、こんな状況を見られても君は平気なのかなぁ？」 

 

宗ちゃんはのんびりした口調で言うけれど、平気なわけないって、わかにいも私も 
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ちゃんと分かっている。 

こんな……兄妹三人が裸で絡まって、交わっているところを見られたら。 

冗談じゃなく、お母さんは卒倒するだろう。 

 

こうなってしまった以上、もう元には戻れないけれど……。 

せめて両親の前でだけは、前の『仲の良い兄妹』のままでいたかった。 

 

「わかにい、大学に行って？私も今日は、学校に行くから」 

 

私が言うと、わかにいは一瞬切なげに顔を歪ませて……。 

そして、渋々ながら頷いた。 

 

「外に出るの、久しぶりだなぁ。まるで、浦島太郎にでもなった気分だよ」 

 

宗ちゃんは大きく伸びをしながら言って、苦笑した。 

それは私も同じで……。私たちが大きく『変わって』しまったから、外の世界がどんな風に

映るのか、少し怖くもあった。 

 

 

 

 

「じゃあ、行ってきます」 

 

最初に家を出たのは、宗ちゃんだった。 

続いて、わかにいも無言で出て行く。 

一人家に残った私は、少しだけ部屋を片付けてからにしようと思い立った。 

 

カーテンも閉め切ったままだった部屋は、どことなく気だるげな雰囲気が残っている。 

私はそこに、三人での濃密な時間の名残を感じ取って、一人で赤面してしまった。 

片付けを終えて、そろそろ私も出ようかと思っていたその時。 

不意に玄関のインターフォンが鳴った。 

 

「はーい……？」 

 

こんな時間に、誰だろう。すると、応対の画面に映ったのは……。 

 

「わかにい!?」 
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カメラが映し出したのは、わかにいだった。 

私は慌ててオートロックを解除してわかにいを中に入れる。 

 

「どうしたの？ 何か忘れ物？」 

「……っ」 

 

出て行った時と同じく、無言で部屋に入って来たわかにいに訊ねると、 

わかにいは突然私を強く抱きしめた。 

 

「わ、わかにい？」 

「……やっと、お前と二人きりになれた」 

 

深く息を吐きながら、わかにいが囁く。 

 

「わかにい……？」 

 

「ここに来てから、ずっと兄上と一緒だっただろう？ 

 ……いや、そもそもお前と兄上がいるところに俺が割り込んだんだが……」 

 

「それでもお前をこうして抱くことが出来て……欲が出た。 

 お前を、俺が独り占めしたいって。兄上と一緒、じゃなく」 

 

わかにいの口調は、熱っぽいものに変わっていた。 

私の髪や頬を愛しげに撫でて、いくつも口吻けを落とす。 

 

「だから、出かけたフリをして戻って来たんだ。 

……お前は、嫌か？ その……俺と二人だけ、というのは」 

 

そっと顔を上げると、わかにいが思いつめたような、切ないような表情で私を見つめていた。 

そんな顔で、そんな言葉を囁かれて……。 

私が、「いや」なんて言えるわけがないのに。 

 

「……嫌じゃ、ないよ」 

 

私は、わかにいにぎゅっと抱き付く。 

思いがけない形で、こういう関係になってしまったわかにいだけど……。 

一途に私を求めてくれるわかにいを、私も大好きだから。 

 



 

p. 4 

 

―宗ちゃんが留守の間に、という状況にはさすがに後ろめたさを感じてしまうのだけれど。 

 

「……！」 

 

わかにいが私を抱きしめる腕に力が籠る。 

私たちはどちらからともなく、唇を合わせていた。 

 

こうしてちゃんとわかにいとキスをするのは、わざと宗ちゃんに見せつけるようにした 

あの日以来だったかもしれない。 

わかにいの熱が私の中に流れ込んでくるようで、私は目を閉じた。 

そのまま私たちは、もつれ合うようにリビングの床へと倒れ込んでいった。 

 

服を脱ぐのも、脱がせるのももどかしかったのかわかにいはそのまま私の制服の中に 

手を差し入れてくる。 

ぐい、と下着をずらされ、あらわになった胸の膨らみをわかにいの大きな手が掴んだ。 

 

「あっ……」 

「……なんだ、もうここ……勃ち上がって来ているじゃないか」 

 

わかにいの手のひらに擦られて、胸の頂がぴん、と勃ち上がる。そこを強く刺激されて、 

私は喉を反らして喘いだ。 

 

「だっ……て、急に……する、から」 

「急じゃなく、焦らした方が良かったか？……兄上みたいに」 

 

そう言ってわかにいは、少し意地悪に微笑んだ。 

私はそんなわかにいを睨む。 

 

「宗ちゃんは、そんなこと……」 

「兄上は、お前が泣いて欲しがるまで焦らすのが好きだもんな？ 

 そういう愛撫に、お前の躯は馴れてしまったんじゃないのか？」 

 

意地悪なわかにいの言葉に、私は顔を背けた。 

 

「……二人きりになりたい、とか言ったくせにそうやって宗ちゃんを思い 

出させるんだから」 

 

私がそう呟くと、わかにいはハッとしたような表情になって私の胸に顔を埋めた。 
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「すまない。俺は……嫉妬しているんだ。先にお前を抱いて、独り占めしていた兄上に。 

 俺は、お前の傍にいられればそれでいいなんて言ったくせに……」 

 

「お前を抱いたら、もっと大きな欲が出てしまった」 

 

なぜかその時私は、そんなわかにいのことを「可愛い」と思ってしまって。 

愛おしい気持ちが込み上げて、わかにいを抱きしめていた。 

 

「そういう、困ったこと言うわかにいも……好き、だよ？」 

 

するとわかにいは、胸への愛撫を再開させながら囁く。 

 

「兄上よりも……か？」 

「もう！ わかにい！」 

 

こりこりと余計に膨らんでしまった頂を指先で擦るようにしながら、わかにいは 

悪戯めいた笑みを浮かべる。 

 

「……困ったことを言う俺も、好きなんだろう？」 

 

確かに、今……そう言ったけど！ 

だからって、すぐにそれを利用するなんて……わかにいは、ズルい。 

私が頬を膨らませて顔を横に向けてしまうと、わかにいは私をあやすように抱き起して 

自分の膝の上に乗せた。 

 

「愛してる、美琴……」 

 

何度もそう言って、わかにいは私にキスを繰り返した。 

私もやがてそれに応え、段々と余計なことは考えられなくなっていく。 

わかにいは私のスカートを捲って、下着の中に指を忍ばせてくちゅくちゅと弄り始めた。 

 

「ンッ……んぅ……」 

「すごいな……溢れてくる」 

 

わかにいの膝を濡らしてしまうのに、私はもっともっととわかにいをねだってしまう。 

 

「わかにい、だって……もう」 
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腿の辺りに感じる、わかにいの熱。 

すぐにでも欲しくなって、私はわかにいの首に縋った。 

 

「ねえ、わかにい」 

 

頬をわかにいの頬に擦り付けると、わかにいは一度強く私を抱きしめた後で、 

私の腰を軽く浮かせた。 

手早くわかにいは自身を取り出し、その先端を私の潤んだ場所に近付けてくる。 

ぬちゅ、と触れ合う音に私の興奮は高まった。 

 

「来いよ、美琴」 

 

耳元で囁かれた私は大きく頷いて、そのままわかにいに腰を落としていく。 

 

「あ……あぁっ！」 

 

すぐに奥までわかにいの先端が届いて、欲しかった愉悦に私は悦びの声を上げる。 

私の中がわかにいでいっぱいに埋められて、この上ない充足感を覚えた。 

 

「美琴、……ッ！」 

 

わかにいも切なげな声を上げながら、腰を突き上げてくる。 

 

「やっ、ん……わかに……っすごい、よぉ……っ！」 

 

力強い律動に、躯がバラバラになってしまいそうなほど気持ち良くて……。 

私は、わかにいに縋っているので精一杯だった。 

 

けれど。 

 

二人で、どこまでもこの愉悦に溺れていこうとしていた、その時だった。 

突然私の携帯がけたたましい音で鳴り出した。 

設定してある着信音の主は……宗ちゃん、で。 

 

「わ、わかにい……。あの、電話が……宗ちゃん、から」 

 

そう言うとわかにいは一瞬眉根を寄せたけれど。 

次の瞬間にはにやりと笑って、床に転がっていた私の携帯を取り上げた。 
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「このまま、出ろよ……」 

 

わかにいは信じられないことを言って、私に携帯を向けた。 

 

「な、何を言ってるの!?そんなこと、出来るわけないでしょ？」 

 

せめて、とわかにいから離れようとしたけれど、わかにいはそれも許さなかった。 

 

「出ないと、兄上が不審に思うだろう？ 

 兄上のことだ、お前がちゃんと学校に着いたか心配しているんだろうからな」 

 

そして、わかにいは通話ボタンを押してしまった。 

スピーカーの状態にして、私に喋るよう促す。 

 

『もしもし？ 美琴さん？』 

 

携帯からは宗ちゃんの声が聞こえてきた。 

私は声が震えてしまわないか心配になりながら、それに応える。 

 

「う、うん。宗ちゃん？ どうしたの？」 

 

『君がちゃんと学校に行けたか、心配になって。貧血とか大丈夫だった？』 

 

宗ちゃんは久しぶりに外に出る私を心配しているんだと分かって……。 

だけど私は、ここにいてわかにいといやらしく繋がっている。 

その罪悪感が、さらに私の愉悦を高めてしまうのが皮肉だった。 

 

「大丈夫、だよ。学校……来れたよ」 

 

私は罪悪感に苛まれながらも嘘を口にする。 

その瞬間、わかにいがより深く突き上げてきた。 

 

「ふぁっ……！」 

 

慌てて声を抑えようとしたけれど、漏れてしまった声はきっと宗ちゃんにも聴こえて 

しまっただろう。 

私はわかにいをきつく睨んだけれど、わかにいは涼しげな表情で私が逃げないように押さ

えている。 
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『……ん？ 美琴さん、どうかした？』 

 

私は荒くなってしまう呼吸を堪える。 

 

「な、何でもないよ？ 

 あの……もうすぐ、授業始まっちゃうから切るね。心配してくれて、ありがとう」 

 

これ以上はとても電話なんて続けていられない。 

すぐに切ろうとした私を、電話の向こうの宗ちゃんが引き留めた。 

 

『……待って。ねえ、美琴さん？本当に学校にいる？ 

その割には、周りが静かだね？』 

 

私が何も言えずにいると、代わりにわかにいが激しく腰を動かし始めた。 

 

「……ん…っ！！」 

 

（わかにいっ！） 

 

鋭く睨んで窘めたけれど、わかにいはそれを無視して続ける。 

もう堪え切れなくて、私はわかにいの肩を噛んだ。 

 

『……はあ。そんなことだろうと思った。 

そこにいるんだろう、わか』 

 

どうやら宗ちゃんは、全部お見通しらしい。 

私が学校に行っていないのも。わかにいが一人帰って来てしまったことも。 

そして私たちが今……何をしているのかも。 

 

『わか、いけない子だね。一人で抜け駆けするなんて。 

 今日は皆ちゃんと、学校に行こうと言っただろう？』 

 

するとわかにいは、今度は自分の方に携帯を向けた。 

 

「だって、こうでもしないと……。美琴を俺が独り占めなんて、出来ませんからね」 

 

悪びれずにわかにいは宗ちゃんに言い放つ。 

携帯の向こうから、宗ちゃんの盛大な溜息が聴こえてきた。 



 

p. 9 

 

『美琴さんを独り占めしたいのは、僕も同じなんだけどな。 

 ……仕方ない、今日だけは特別だよ』 

 

宗ちゃんがそう言った瞬間、わかにいは私の胸の頂を強く唇で挟んだ。 

 

「きゃあぁっ！ あ、わかにい……っ」 

 

わかにいは、わざと私の声を宗ちゃんに聴かせたんだ。 

 

『……だけどね、わか。ほどほどにしておかないと、後で怖いよ？ 

 それから、美琴さん？』 

 

宗ちゃんが今度は私に向かって話しかける。 

 

『帰ったら、お仕置きするからね。 

 学校にも行かず、わかといやらしいことをしているなんて……絶対に許さないから』 

 

穏やかな口調で物騒なことを口にする。 

私はおののいて、すぐに返事が出来なかった。 

 

『聞こえてる？ 君が泣いて許してって言っても許してあげないよ。覚悟しておきなさい。 

今はわかに……抱かれながらね』 

 

そうして、ぷつっと電話は切れた。 

わかにいは電話が切れたことを確認すると、電話を床に放り投げる。 

 

「兄上の勘の鋭さにはまいったな」 

 

言葉ほどまいってはいない様子で、わかにいは私を抱き直した。 

 

「もう！ わかにいも、宗ちゃんも……！勝手なことばっかり！」 

 

本気で拗ねる私を、わかにいは宥めるように頭を撫でた。 

 

「それだけ、俺も兄上も……お前を愛し過ぎてしまったということだ。 

 許せ……ないか？」 

 

絶対に許してあげない！ そう思ったけれど……。 
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わかにいが、何度も何度も、優しいキスを降らせるから。 

宝物みたいに、私を抱きしめるから。 

結局私は、許してしまうんだろう。 

 

私も二人の事を……愛しすぎてしまったから。 

 

「兄上の許可も下りたし……。これで今日は堂々と、お前を独り占めしていられるな」 

 

わかにいは、本当に嬉しそうに微笑んで私を床にそっと寝かせた。 

 

「……本当は、お前が兄上のことを忘れてしまうくらい俺を刻み付けて 

おきたいんだが……。それは、無理なんだよな」 

 

少し切なげに笑うわかにいに、私は返事をせず。 

代わりに、わかにいの頬にキスをした。 

 

「愛している、美琴」 

 

わかにいにだけ、私をあげられないことを私は心の中で詫びながら……。 

今は、わかにいだけのものだよ、と囁いてわかにいの背中に腕を回したのだった。 

 

 

 


